
　　特定非営利活動法人ニンジン　モンゴル障害者との交流・支援の歩み

2004年
(平成16年)

4月 JICAシニア海外ボランティアとして、ニンジン会員の大崎保則氏（義肢装具士）がウランバートル
に赴任。サイハンセテゲル義肢工場を拠点にして、モンゴルへの義肢製作技術指導の活動を開
始。
(2006年3月まで2年間）

8月 車いすをモンゴルへ届け、配布（8/7～14、2名）
心身障害児総合医療療育センターの協力で
収集した使用済みの車いす等をモンゴルへ
運び、寄贈
配布数：車いす、バギー、歩行器等29台、
　　　　　他中古下肢装具類、義肢材料、膝装具
配布先：APDC障害児親の会、第10センター、
　　　　　AIFO、第55学校、JOCVのいる病院等

10月 モンゴル障害児・者関係機関視察(10/16～20、４名）
訪問先：国立外傷病院，国立リハビリテーションセンター、サイハンセテゲル義肢工場、
　　　　　ゴッティンゲル義肢工場、モビリティモンゴリア（NGO)、第55学校、
　　　　　第10センター、APDC障害児親の会、AIFO(NGO)

12月 聴覚障害児グループ「ひよこっち」のモンゴル交流プログラム・コーディネート
（12/27～1/3、12名）　訪問先：第29特別学校（ろう学校）

2005年
(平成17年)

2月 モンゴルへ車いすを送るためのチャリティコンサート「モンゴルの風」開催2/28
会　場：ルーテル市ヶ谷センター、　来場者：170名
出演者：アマルバヤル・レンチン（馬頭琴）、三枝彩子（オルティンドー）、
　　　　　ジャンバルスレン・アグワーンツェレン（モンゴル琴）

5～
8月

使用済み車いす、装具等の収集・発送、現地での配布
JICAの「世界の笑顔のために」プロジェクト経由及び、8月のツアー参加者により
モンゴルへ運び、配布
配布数：車いす、歩行器、障害児用椅子等59台、他装具、杖等
配布先：第10センター、APDC障害児親の会、セイブザチルドレンUK・モンゴリア

8月 第1回モンゴル交流ツアー
＜障害児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　（8/6～14、7名）
訪問先：ウランバートル、南ゴビ
活　動：車いす贈呈式、療育ミニセミナー、
　　　　　訓練指導（南ゴビ、シェアザジョイセンター）

12月 モンゴルへ車いすを送るためのチャリティコンサート「モンゴルの風」開催12/5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：170名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出演者：アランズ・バトオチル（馬頭琴・ホーミー）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バダム・ボロルマー（楊琴）

2006年
(平成18年)

4～
6月

使用済み車いす、装具等の収集・整備
心身障害児総合医療療育センターの協力で収集した使用済みの車いす等の整備を行う
配布数：車いす、バギー、障害児用椅子、歩行器、ストレッチャー等37台
　　　　　他、下肢装具、クラッチ等



7月 公開セミナー（7/8）
シニア海外ボランティアとして、2年間モンゴルで義肢製作技術指導の活動をして、帰国した
大崎保則氏の活動報告会を開催

8月 第２回モンゴル交流ツアー＜障害児に車いすを届ける旅＞（8/5～13、11名）
訪問先：ウランバートル、南ゴビ
活　動：車いす贈呈式、訓練指導（南ゴビ、シェアザジョイ
　　　　　センター）、リハ関係視察

2007年
（平成19年）

4～
7月

使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
心身障害児総合医療療育センターの協力で収集した使用済みの車いす等の整備を行い、JICA
の「世界の笑顔のために」プロジェクト及び、8月のツアーの参加者により、現地へ運び、配布
配布数：車いす、座位保持椅子、工房椅子、バギー、スタビライザー、ストレッチャー、
　　　　　歩行器等70台他、下肢装具、障害者用靴等
配布先：第10センター、APDC障害児親の会、国立リハビリテーションセンター他

5月 モンゴルへの療育専門家の派遣
　　　（5/16～6/4、理学療法士1名）
派遣先：第10障害児センター
　　　　　　（ウランバートル市）
　　　　　"Share the Joy"Center
　　　　　　（南ゴビ、ダランザドガド市）

7月 モンゴルへ車いすを送るためのチャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/6）
会　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：190名
出演者：アヨーシ・バトエルデネ(馬頭琴）、バータルジャブ・ボルドーエルデネ(ホーミー）

8月 第３回モンゴル交流ツアー＜障害児に車いすを届ける旅＞
（8/11～19、10名）
訪問先：ウランバートル、テレルジ
活　動：車いす贈呈式、リハ関係視察

9月 公開セミナー『モンゴルの障害児はいま』開催（9/29）
テーマ：「モンゴルにおける特別なニーズ教育の現状と課題」
講師：林賢三氏（障害児教育専門家、JICAシニア海外ボランティアとしてモンゴル国立教育大学
で
　　　　障害児教育のカリキュラムづくりに協力）

11月 モンゴルの母と子を支援するためのチャリティ・コンサート｢モンゴルの風」開催（11/27)
会　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：84名
出演者：Ａ・バトエルデネ(馬頭琴）、Ｌ・ボロルマー(チェロ)、
           Ｂ・オユンガ（馬頭琴)、Ａ・ムングン(馬頭琴)
支援先：モンゴル国立母子センター



2008年
（平成20年）

４～
７月

使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
8月のツアーの参加者によりモンゴルへ運び、配布
配布数：車いす、座位保持椅子、工房椅子、バギー、歩行器等３１台、
配布先：APDC障害児親の協会、第10障害児センター、シェアザジョイセンター、国立外傷病院他
収集協力：心身障害児総合医療療育センター
輸送協力：（株）日本航空インターナショナル
この他にJICAの「世界の笑顔のために」プロジェクトへ9台

４～
５月

モンゴル障害児療育に関する現地調査（4/29～5/5、吉濱、槇）
訪問先：障害児親の協会、セイブ・ザ・チルドレンUKモンゴル事務所＆CBRC、
　　　　　 第10障害児センター、サイハンセテゲル義肢工場、国立身体障害者リハビリテーション
　　　　　 センター、モントゥルガ会社（皮革製品工場）、第29特別学校他

5月 モンゴルへの療育専門家の派遣　（5/5～5/10、理学療法士1名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣先：第10障害児センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウランバートル市）

7月 モンゴルへ車いすを送るためのチャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/3）
会　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：183名
出演者：アヨーシ・バトエルデネ(馬頭琴）、バータルジャブ・ボルドーエルデネ(ホーミー）
　　　　　チョウジャブ・ミャガマスレン(モンゴル琴）

8月 第4回モンゴル交流ツアー
　　＜障害児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　　　（8/10～17、11名）
訪問先：ウランバートル、南ゴビ
活　動：車いす贈呈式、
　　　　　訓練指導（南ゴビ、シェアザジョイセンター）、
　　　　　リハ関係視察、ダウン症協会での講演

モンゴル国児童福祉局長Ｍ.トクトフニャム氏より、
長年モンゴルの子どもたちへの貢献に対し
メダル（勲章）を授与される。

2009年
（平成21年）

４～
７月

使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
8月のツアーの参加者によりモンゴルへ運び、配布
配布数：車いす、バギー、歩行器等３４台、
配布先：APDC障害児親の会、シェアザジョイセンター、第25特別学校、国立外傷病院他
収集協力：心身障害児総合医療療育センター
輸送協力：（株）MIATモンゴル航空

7月 モンゴルへ車いすを送るためのチャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/3）
会　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：188名
出演者：アランズ・バトオチル(馬頭琴、ホーミー）、バダム・ボロルマー(楊琴）
　　　　　バトサイハン・マンドハイ(舞踊家）

8月 第5回モンゴル交流ツアー
　　＜障害児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　　　（8/9～1、8名）
訪問先：ウランバートル、南ゴビ
活　動：車いす贈呈式、リハ関係視察、
　　　　　療育キャンプ訓練指導（南ゴビ、シェアザジョイセンター）、
　

12月
聴覚障害児グループ「ひよこっち」のモンゴル交流プログラム・コーディネート
（12/28～1/4、8名）　訪問先：第29特別学校（ろう学校）



2010年
(平成22年）

４～
５月

モンゴル聴覚障害児招聘交流プログラム（4/26～5/5、8名）
 ウランバートルの国立ろう学校より生徒6名、教員2名を招聘
共催：「ひよこっち」、協力：都立中央ろう学校
プログラム：都立中央ろう学校への訪問交流(3日間)、ろう者の働く
　　　　　　　職場見学（弁護士、ホテル、薬剤師等）、聴力障害者
　　　　　　　情報文化センター、「ひよこっち」との交流合宿、ホー
　　　　　　　ムステイ、ハワリンバヤルのステージ参加、
　　　　　　　東京、鎌倉見学、

４～
8月

使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
8月のツアー時およびJICAの『世界の笑顔のために』プログラムによりモンゴルへ運び、配布
配布数：車いす、バギー、歩行器等７６台、
配布先：APDC障害児親の会、第10治療保育幼稚園、シェアザジョイセンター、
　　　　　シャスティン中央クリニック病院、バガノール地区家族病院他
収集協力：心身障害児総合医療療育センター
輸送協力：（株）MIATモンゴル航空

7月 モンゴルへ車いすを送るための七夕チャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/2）
会 　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：180名
出演者：バトオチル(馬頭琴）、ボロルマ(楊琴）、オトゴンチメグ(三味線）、
　　　　　 ボルドーエルデネ(ホーミー）、エンフトゥヤ(舞踊）

8月 第6回モンゴル交流ツアー
　　＜障害児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　　　（8/7～14、3名）
訪問先：ウランバートル、フブスグル県ムルン、
活　動：車いす贈呈式、障害児親の協会フブスグル支部訪問
　　　　　フブスグル湖見学
　

2011年
（平成22年） 12～

8月
使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
8月のツアー時およびJICAの『世界の笑顔のために』プログラム（Ｈ21年第2回、Ｈ22年第1回）によ
り、モンゴルへ運び、配布
配布数：車いす、バギー、歩行器等51台、
配布先：APDC障害児親の会、第10治療保育幼稚園、南ゴビ・シェアザジョイセンター、
　　　　　ウランバートル市バガノール地区家族病院、ジェンダーセンター、乳幼児療養施設、
　　　　　チンゲルティ区CBRC、国立リハビリテーションセンター、他
収集協力：心身障害児総合医療療育センター
輸送協力：（株）MIATモンゴル航空

7月 モンゴルへ車いすを送るための七夕チャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/2）
会 　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：175名
出演者：バトオチル(馬頭琴・ホーミー)、バトエルデネ(馬頭琴)、
　　　　　ハンダー(歌・モンゴル琴)、ジャブハー(踊り)、ゲレル(ピアノ)
　　　　　ゴスペル東京(友情出演)
報告者：高橋千恵(旧姓/多田羅)

8月
第７回モンゴル交流ツアー＜障がい児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　　（8/12～19、12名+現地参加3名）
訪 問 先：ウランバートル・障がい児親の協会他、
　　　　　　南ゴビ・シェアザジョイセンター、テレルジ
活動：車いす贈呈式、障がい児親の協会での診察と訓練指導、
　　　　訓練指導（南ゴビ、シェアザジョイセンター）、リハ関係視察、
　　　　医師、義肢装具士、理学療法士、特別支援学校教員等が参加



2012年
（平成24年）

4月
～

11月

使用済み車いす、装具等の収集・整備、発送
4月末の療育専門家訪問時、8月のツアー時およびJICAの『世界の笑顔のために』プログラム（Ｈ
24年第2回）により、モンゴルへ運び、配布。
配布数：車いす、バギー、座位保持椅子、歩行器等40台、（内、採寸に基づくものが15台）
配布先：APDC障害児親の会、ソヴド治療保育園、Ｓｕｊａｔａｓｈａｎｄ、
　　　　　国立母子センター、自立生活センター、他
収集協力：心身障害児総合医療療育センター、川崎子ども夢パーク、東村山市あゆみの園
　　　　　　　株式会社ＭＩＫＩ、株式会社ゼット本社
輸送協力：（株）MIATモンゴル航空、モンゴリアンエアーラインズ

4月
療育専門家の訪問
　　　　　　（4/28～5/7、7名）
専門医、理学療法士をはじめ療育の各種専門家がチーム
を構成しモンゴルを訪問。障がい児の診断を担っている
国立母子センター小児神経科において3日間、診察・訓
練指導、レクチャーを行い、現地の医師たちと交流した。
その他、障がい児関連施設も3か所でも同様に現状把握
をした。
訪問場所：ウランバートル市内
　　　　　・国立母子健康研究センター小児神経科・リハ科
　　　　　・障がい児親の協会・第10治療保育幼稚園
　　　　　・ソヴド治療保育園
　　　　　・自立生活センター(ユニバーサル・プログレス・センター）
　　　　　・在モンゴル日本大使館

7月 モンゴルへ車いすを送るための七夕チャリティコンサート「モンゴルの風」開催（7/7）
会 　場：ルーテル市ヶ谷センター　来場者：147名
出演者：バトエルデネ（馬頭琴）
　　　　　ムンフツェツェグ（二胡)）
　　　　　サラナイ（オルティンドー）
報告者：佐竹裕美

8月
第８回モンゴル交流ツアー
＜障がい児に車いすを届ける旅＞
　　　　　　　（8/4～11、４名+現地参加3名）
訪 問 先：ウランバートル市内、障がい児親の協会、
　　　　　　ソヴド治療保育園、自立生活センター、
　　　　　　テレルジ国立公園、ホスタイ国立公園等
活動：車いす配布、

理学療法士(PT)の研修会の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　（8/12～8/15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　場：国立母子センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小児リハビリテーション科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ ー マ：脳性まひ児の理学療法と家庭療育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容：ケーススタディ、理論講義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総論および各論)、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　師：諸石真理子（理学療法士）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修生：障がい児にかかわる理学療法士7名


